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慶応義塾中等部２年 Mid-Term Test (2024.05) 

 

～ 概要～ 

試験時間 ４５分 

 設問概要 

 形式 基本(テキスト内) / 応用 時間配分予想 

[Ⅰ] 発音 基本 1 分 

[Ⅱ]  同意文完成 基本 3 分 

[Ⅲ] 空所補充 基本 2 分 

[Ⅳ] 空欄補充 基本 15 分 

[Ⅴ] 整序英作文 基本 6 分 

[Ⅵ] 和文英訳 基本 15 分 

 

 

～ [Ⅰ] 発音問題～ 

 形式 

：2 つの単語の発音を比べ、〇×で回答する形式。 

 問題数 

：4 問 

 配点 

：各 1 点。計 4 点。 

 ポイント 

：一般動詞の過去形の発音［d, t, ed］を問う問題もあるが、全体的に紛らわしい発音の単語が選ば 

 れているため、授業内での先生から指示に注意する必要あり。 
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～ [Ⅱ] 同意文完成～ 

 形式 

：2 文がほぼ同じ内容になるように、空所に適語を補充する形式。なお、2 文共に空所あり。 

 問題数 

：3 問 

 配点 

：各 1 点。計 6 点。 

 ポイント 

：2 文の空所に同じ単語が入らないことに注意が必要。表現の幅を広げてテストに臨みたい。 

 新中学問題集をしっかりとやりこめば得点につなげることができる。 

 

～ [Ⅲ] 空所補充～ 

 形式 

：今回は、空所に助動詞を補充する問題。助動詞の日本語訳もついており、参考にして適する助動詞 

 を回答。 

 問題数 

：５問。 

 配点 

：各 1 点。計 5 点。 

 ポイント 

：設問の指示として、空所 1 か所に助動詞 1 語だけと限らないという点に注意。 

 小問 5 問目は、回答欄に”Would you like”の 3 語、全てを回答する必要があるなど、助動詞を使っ 

 た慣用表現が入るなど、広域にわたり知識をしっかりとインプットして臨む必要あり。 
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～ [Ⅳ] 空所補充～ 

 形式 

：単文空所に、与えられた日本語の意味に合うように適語を埋める問題。 

 問題数 

：41 問。 

 配点 

：１～30 各 1 点。計 30 点。31～41 各 2 点。計 22 点。合計 52 点。 

 ポイント 

：単語・文法の慣用表現・イディオム・会話表現・前置詞など、幅広い表現から出題。 

 今回、多くは新中学問題集の下段欄外の単語や表現から出題されたため、問題集に掲載された問題 

 のみを解いた状態で臨むと失点がかさんでしまう。新中学問題集と並行して学校の単語帳、「速読 

 英単語」の単語の練習が必要。なお、回答は全て記述となるため、スペルミスや三単現ｓのつけ忘 

 れにも注意が必要。  

 

～ [Ⅴ] 整序英作文～ 

 形式 

：和訳を参考に、単語を並び替える問題。1 語不要な語があり 

 問題数 

：3 問。 

 配点 

：各 3 点。計 9 点。 

 ポイント 

：全て接続詞の単元からの出題。出題のポイントを意識して、不要な語を見抜くことが問題を解く 

 鍵。また、接続詞と 2 つのセンテンスをつなぐ練習が必要。 
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～ [Ⅵ] 和文英訳～ 

 形式 

：和文を英語に訳す形式。 

 問題数 

：５問。 

 配点 

：1～3 各 4 点。4～5 各６点 計 24 点。 

 ポイント 

：整序英作文同様、和文よりポイントとなる構文や表現を見抜き、回答することが求められる。配点

が高いため、テスト全体で高得点を取るためには、攻略が必須。テストの準備段階で、表現が複雑で、

難しいと感じた問題を中心に練習を行い、準備をする必要がある。時制による動詞の語形変化や、三

単現ｓのつけ忘れも注意。 
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～ 総評～ 

 対策ポイント 

：新中学問題集と速読英単語を中心に広く準備をすることが求められる。 

 ：回答は、全て記述回答。スペルミスや複数形のｓ、三単現ｓのつけ忘れ等に注意が必要。 

 曖昧な対策では得点を重ねることが困難。 

：英文法は【助動詞】・【接続詞】の 2 つが基本的な範囲となっているが、問題では動詞の用法を問う 

問題や言いかえなどの問題も出題されている 

：多くの問題で、出題のポイントや意図を汲み取り、解くことが求められる。 

：後半の整序英作文・和文英訳の問題を取り組む時間を確保するため、単語の空所補充問題をスピー

ディーに解く必要がある。 

 

 傾向と対策 

：新中学問題集では、テスト範囲全ての問題を和文から英訳することができるように準備をする  

   ➡インターTOMASでは 

個別指導で目標からの逆算個人別カリキュラムで一人ひとりのニーズに合わせて授業を

ご案内致します。さらに、オートマティックライティング指導で英文を書く力を高めていきます。 

    

：英単語や英文の意味や訳を瞬間的に把握して、時間内に余裕を持って解く力が必要 

 ➡インターTOMASでは 

    いろいろな英文に触れることができる、受け放題の加圧式音読グループレッスンが効果的です。 

    英文を読んで、すぐに意味や内容を捉える、直読直解を身につけていきます。 

 


